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Atotalof98isolatesofXanthomonascaTnPeStrispv.Oryzaewereisolatedfrom

diseasedriceleavescollectedfrom variouslocalitiesinKyushu,andminimalinhibitory

concentrations(MIC)ofeightantibioticsagainstallisolatesweredeterminedbythe

agardilutionmethod. Antibioticsusedwererifampicin(RF),trimethoprim(TMP),

erythromycin(EM),ampicillin(AP),kanamycin(KM),streptomycin(SM),tetracycline(TC)

andchloramphenicol(CP). Allisolateswereinhibitedby0.39FEg/mlofRF,whereas

97isolateswerenotinhibitedbyl00Fg/mlofTMP.Asforotherantibiotics,normal

distributioncurvesofMICwereshown. PeakofMICvalueswere;0.39〝g/mlfor

EM,1.56〟g/mlforAP,KM andSM,6.25〟g/mlforTC,12.5〝g/mlforCP.

Keywords: Xanthomonascampestrispv.oryzae,

Antibiotic,Minimalinhibitoryconcentration(MIC).

緒 言

近年,植物細菌病の防除においても,ストレプトマ

イシン,オキシテトラサイクリン,クロラムフェニコー

ルなどの抗生物質が使用されるようになり,とりわけ

各種植物病原細菌のストレプトマイシン耐性菌の出現

が報告されるようになってきたl叫). しかし,ストレ

プトマイシン以外の抗生物質に対する耐性についての

報告はほとんどなく,疫学的な調査研究もなされてい

ないのが実情である.その理由として,一般圃場にお

いて細菌病の防除に抗生物質が使用されるようになっ

たとは言え,臨床細菌,畜産,水産関係の分野と比べ

れば,その使用頻度は低く,余り問題とならなかった

ことが上げられる.現在,イネ白葉枯病の防除にも抗

生物質が使用されており,種々の抗生物質に対する耐

性菌がどの程度の頻度で,九州内に分布しているかを

調べるため,九州各地から分離したイネ白葉枯病菌に

対する8種の抗生物質の最小発育阻止濃度(MIC)の

測定を行った.

材料および方法

1.細菌の分離
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九州4県各地の栽培稲 (品種 :クジュウ,ミナミニ

シ与,日本晴,黄金晴など)に発生していたイネ自棄

枯病権柄葉から常法により病原細菌98菌株を分離し,

実験に供試した (Tablel).

Table1.IsolationofXanthoTnOnα8CamPeStT･is
PV.OryZae

Locality Numberofisolates

Fukuokapref.
Iizuka
Kurate

Sagapref.
Saga
Tosu
Uresino
Shiroishi
Kawasoe

Oitapref.
Bungotakada
Hita
Usa
Xusu

Miyazakipref.
MiyakonoJO
Ebino

0
9

1

2
8
5
4

4
4
4
2

1
1

1

2.培地

イネ自棄枯病菌の分離およびMIC測定用培地には

後藤培地6)(グルタミン酸ナトリウム1g,ペプトン

log,サッカロース10g,寒天15g,蒸留水1000ml,

pH7.0)を用い,継代培養にはジャガイモ煎汁半合成

培地7) (ジャガイモ 300gの煎汁,硝酸カルシウム

0.5g,リン酸二ナトリウム 2g,ペプトン 5g;サッ

カロース 20g,寒天 15g,蒸留水 1000ml,pH7.0)

を用いた.

3.薬剤耐性の検定

リファンピシン(RF), トリメトプリム(TMP),

エリスロマイシン(EM),アンピシリン(AP),カナ

マイシン(KM),ストレプトマイシン(SM),テトラ

サイクリン(TC),クロラムフェニコール(CM)の各

抗生物質に対する耐性を調べた.リファンピシンとト

リメトプリムの溶解剤としてエタノールまたはジメチ

ルスルホキシドを用い,エルスロマイシンにはエタノー

ルを用いた.その他の抗生物質は直接滅菌蒸留水に溶

解し,得られた1000上官/mlの各抗生物質溶液を原液

とした.これら原液および連続2倍希釈液lmlをそれ

ぞれ溶解後約60℃に冷やした9mlの培地に加えてよ

く混ぜ,ペトリ皿に流し込み薬剤希釈平板を作った.

薬剤希釈平板の濃度段階はそれぞれ,100,50,25,

12.5,6.25,3.12,1.弧 0.78,0.39上官/mlとし,莱

留水lmlを加えたのを対照とした.

24時間培養の披検菌を白金耳でかきとり,滅菌蒸留

水に加え,濃度約106-108/ mlの菌懸濁液を作り,莱

剤希釈平板上にスポット移植した後,30℃で48時間培

養した.移植した被検菌の生育が完全に阻止された最

低の薬剤濃度を最小生育阻止濃度 (MIC)とした.

結 果

各抗生物質のイネ自棄枯病菌に対するMIC の分布

曲線をFig.1に示した.

イネ白葉枯病菌はリファンピシンに対して最も強い

感受性を示し,0.39FLg/mlの濃度で,すべての供試

菌株の生育が阻止された.次いで,エリスロマイシン

に対して感受性が高く,約86%の菌株が0.39上官/ml

で生育が阻止され,残り約14%の菌株は1.56FLg/ml

で生育が阻止された.アンピシリン,カナマイシンお

よびストレプトマイシンのMIC値のピークはそれぞ

れ,1.56据/mlであり,テトラサイクリンおよびク

ロラムフェニコールのそれはそれぞれ,6.25上官/ml

および12.5上官/mlであった. トリメトプリムに対し

ては最も高も個性を示し,MIC値のピークは100Ig/ml

以上であった.なお,いずれの抗生物質においても典

型的な2峰性の分布曲線を示すものはなかった.

考 察

植物菌類病の防除剤として種々有効な薬剤が開発さ

れ,めざましい効果を上げているが,植物細菌病にお

いては,効果的な防除剤が少なく,医薬用に開発され

た抗生物質の中から選択し利用されるようになって来

ている.それに伴い耐性菌の出現が問題となりつつあ

る.

イネ自棄枯病菌は水田と言う特殊な環境条件下で,

他種細菌と接する可能性も高いと考えられ,種々の抗

生物質に対する耐性についての調査を行った.その結

果,すべてのイネ白葉枯病菌はリファンピシンに対し,

高い感受性を示し,他方 トリメトプリムには極めて高

い耐性を示していた.MIC値が100FLg/mlのストレ

プトマイシン耐性菌もわずかに存在していたが,MIC
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ofXanthoTnOnaSCaTnPeStrispv.oryzae
againstvariousantibiotics
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のピーク値は6.25JLg/mlであった.しかし,ス トレ

プ トマイシンが農薬として広く使用される以前の1956

から1959年にかけて全国から分離し,数年室温で継代

保存していたイネ自棄枯病55菌株のス トレプトマイシ

ンに対する耐性を調べた報告8)によると,分離菌株の

約40%が10〟g/mlのストレプ トマイシン含有培地に

生育しており,本実験の調査結果とかなりの差が認め

られた.この差は実験方法の違いに由来しているのか

もしれない.

イネ自棄枯病菌の各抗生物質に対する感受性あるい

は耐性の程度には分離菌株の地域による差は認められ

なかった.今後,効果的な防除を進めるためにも,全

国的に分離菌の耐性をしらべ,その疫学的動向を探る

必要があると思われる.

要 約

九州各地からイネ白菜枯病菌を計98菌株分離し,そ

れら分離菌株に対する8種の抗生物質 (リファンピシ

ン, トリメトプリム,エリスロマイシン,アンピシリ

ン,カナマイシン,ストレプ トマイシン,テトラサイ

クリン,クロラムフェニコール)の最小発育阻止濃度

(MIC)を寒天平板希釈法により求めた.その結果,

分離菌株すべてが リファンピシンに感受性であり,

0.39〃g/mlの濃度で生育が阻止された.それに対し,
98菌株中97菌株は100〟g/mlの濃度でも生育可能で

あり, トリメトプリム耐性であった.その他の抗生物

質のMICの分布曲線は正規分布を示 し,エリスロマ

イシン,アンピシリン,カナマイシン,ストレプトマ

イシン,テ トラサイクリンおよびクロラムフェニコー

ルのMIC値 ピークはそれぞれ,0.39,1.56,1.56,1.

56,6.25および12.5〟g/mlであった.

キーワー ド:イネ白葉枯病菌,抗生物質,最小発育阻

止濃度
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